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　既往歴:特 記すべ きこ とな し
　現病歴:2004年6月上旬,排 尿時痛,頻 尿 にて近医
を受診.慢 性前立腺炎 と診 断されたが発 熱 を認め6月
23日当科受診,6月24日 入 院 となる.
　初 診時現 症:体 温38.2℃,視 診,触 診 上 陰茎,陰
嚢に異常認めず,直 腸診所見 にて も前立腺 は大 きさ正
常,圧 痛 は認 めなか った.
　初診時検査所見:尿 検査 にて蛋 白(+一),糖(一),
RBC　O/hpf,　WBC　O/hpfと正常,血 液 一生化 学所 見 に
てWBC　14,000/μ1,　CRP　l4.71mg/dlと高度の炎症所
見 を認め た.そ の他T-bil　O.8mg/dl,　BUN　l　l.3mg/
dl,　CRN　O.7mg/dl,　GOT　201U/1,　GPT　201U/1,
AMY　47　IU/1と異常値 は認 めなかった.
　入 院時 経 過:6月24-・28日抗生 剤(CMZ)静 注 に
て一時軽快す るが7月7日,陰 茎 に圧痛のあ る腫瘤,
体温39.4℃,血液　生化学所 見にてWBC　l2,900/μ1,
CRP　21.　95　mg/dlと高度 の炎 症 所見 を認 め た.骨 盤
Fig.　L　 CT　showed　normal　appearance.
CTで は初診 時6月23日 におい ては明 らかな異常所見
は認 め なか った(Fig.1)が,7月7日 におい ては右
陰茎 海綿体 にリ ング状 に造 影 されたlow　density　area
を認 めた(Fig.2).以上 に より陰茎 海綿 体膿瘍 と診 断
し,同 日,陰 茎海綿体切 開排膿術 を施行 した。手術 は
陰茎根部腹側 に横切 開を置 き陰茎海綿体 を露 出 したが
膿瘍 の位置 を正確 に把握す るのが困難 であった.そ の
ため術 中エ コーを使用 し膿瘍 を同定 した後,切 開排膿
し,切 開部 に ドレー ン2本 留 置 して手術 を終 えた.膿
培養 にて好気性 菌は認めずbacteroides　fragilisおよび
fusobacteriumの嫌気性 菌 を認め た.術 後経 過良 好で












































　初診 時検 査所見:尿 検 査 にて蛋 白(一),糖(一),
RBC　0/hpf,　WBC　O/hpfと正常,血 液　生化学所見 に
てWBC　10,000/μ1,　CRPlO,14mg/d1と高度 の炎症所
見 を認め た.そ の他T-bil　O.9mg/dl,　BUN　12.5mg/
dl,　CRN　l.Omg/dl,　GOT　831U/1,　GPT　104　IU/1,
AMY　881U/1と軽度肝機i能障害 を認 めた.
　入 院時経過:骨 盤造影CT所 見 では症例1と 同 じく
リング状 に造影 されたlow　density　areaを認 め た.以
上 にて左 陰茎海綿体膿瘍 と診 断 し同 日,陰 茎海綿体切
開排膿術施行 した。手術 は会 陰部硬結 部 よ り切開,症
例1と 同 じく術 中エ コー使用 にて膿瘍 を正確 に把握す
る こ とが可 能で あ った.同 部 を切 開 し約20cc排膿
し,切 開部 に ドレー ン2本 留置 して手術 を終 えた.
膿 培養 にてKlebsiella,　StrePtococcus,　E　 oli 偏性 嫌気





報告 された2例 を加えると,自験例 は本邦16,17例目
と思われる,本邦報告例 を検討すると平均年齢は58.6
歳(25・-79歳)で,明らかな原 因 としては,プ ロス
テー シス など異物 の挿入,外 傷,薬 剤性 な どが あ
る1)川畠ら8)は化膿性陰茎海綿体炎,尿 痩 を併発 し
















































































































れる陰茎海綿体炎の1例 を報告 し,糖尿病 も感染成立
に強 く関与 したであろうと述べている.し かし原因が
特定できない特発性が7例 と最 も多い.他 に欧米では
病因 として結核性や真 菌性 の もの も報告 されてい
る2・3)井上 ら6)は尿道外傷,尿 道狭窄において しば




















4例に陰茎切断術が施行 された.外 傷症例を除 く薬












の位置を正確 に把握することが困難であ り,術 中工
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